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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －４ 　 教育環境を整備し ます 施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備

創生総合戦略 該当なし

目的

１ 　 老朽化し た学校及び学校給食セン タ ーの施設・ 設備の整備を 行い、 学習環境の改善を 図り ます。

目標

１ 　 学校等施設・ 設備の整備

学校施設の耐震化は完了し まし たが、 児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る よう 、 長寿命化改修を 中心と し た計画的な老朽化対策を 進めます。

また、 学習環境の改善及び省エネルギー化等の観点から ト イ レ の洋式化、 照明のＬ Ｅ Ｄ 化を 図り ます。

さ ら に、 児童生徒の心身の健全な発達及び食育の推進のため実施する 学校給食では、 設備の老朽化に伴う 故障などによ り 安全で安心な給食提供への影響が懸念

さ れる こ と から 、 学校給食セン タ ー設備等の修繕及び更新を 計画的に行います。

実績

１ 　 学校等施設・ 設備の整備

（  １ ） 南中学校校舎照明及び受変電設備改修工事、 北中学校衛生設備改修工事等を 実施、 南小学校揚水ポン プ 設備改修工事等を 行いまし た。 緊急性の高い修繕

を 実施し 、 学習環境の改善に努めまし た。

（  ２ ） 学校給食センタ ーの設備機器の修繕を 行いまし た。 具体的には、 システム洗浄機蒸気ブースタ ー更新工事、 蒸煮冷却機修繕、 食缶洗浄機修繕など34件の

修繕、 更新を 行い、 給食設備の安全性と 安定性を 高めまし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

「 学校施設や学習環境に満足し ている」 と 回答する 児童
生徒の割合

90 % 88 %
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理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校施設長寿命化計画に基づき 、 学校環境の改善及び省エネルギーの観点から 、 ト イ レ の洋式化、 照明のＬ Ｅ Ｄ 化を 進めます。 また、 今年度「 学校施設長寿命

化」 を 改訂し 、 現在の現状を 踏まえた、 よ り 具体的な計画を 策定し ます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －４ 　 教育環境を整備し ます 施策 １ －４ －２ 　 読書環境・ Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備

創生総合戦略 該当なし

目的

２ 　 学校における 読書環境及びＩ Ｃ Ｔ 環境の整備を 図り ます。

目標

１ 　 読書環境の整備

自ら 進んで読書に親し む心豊かな子ど も を 育てるため、 学校図書館における 蔵書の充実や人材の育成を 図り 、 読書環境の整備に努めます。

２ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備

学力向上を 目指し た授業改善、 情報活用能力の育成及び事務の効率化を 図る ため、 第３ 期教育振興基本計画（ 平成30年６ 月15日閣議決定） での整備基準を 目標

に、 学習指導要領に沿っ たＩ Ｃ Ｔ 環境の整備に努めます。

実績

１ 　 読書環境の整備

（  １ ） 読書を 推進する イ ベン ト を 実施する など様々な工夫を 凝ら し て、 自ら 進んで読書に親し む環境づく り に取り 組みまし た。 また、 児童生徒の声を 基に学校

司書と 図書主任が連携し て本の選定を 行い、 児童生徒が読みたく なる よ う な蔵書の充実を 図り まし た。

２ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備

（  １ ） 「 GI GAスク ール構想」 による 児童生徒１ 人１ 台端末の導入から 数年が経過し 、 校内無線Ｌ Ａ Ｎ ネッ ト ワーク 及び校務支援システムの整備、 電子黒板の設

置等、 学校のI CT環境が整備さ れてき た中で、 新たな課題も 見えてき まし た。 今後１ 人１ 台端末、 その他Ｉ Ｃ Ｔ 機器や各種システム更新も 必要であり 、

国・ 県の動向を 注視し 、 財源確保も 含めた更新等の検討を 進めていく こ と が必要です。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

中学生の一人平均貸出冊数 18 冊 12 冊

「 授業でパソ コ ンを 利用する 環境が整っ ている 」 と 回答
する 児童生徒の割合

90 % 94 %
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理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も 学校における 読書環境の整備に努めます。 また、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備では、 令和元年以降に導入し てき た機器の更新時期を 迎える こ と から 、 利活用状況等

の意見聴取を 行いながら 、 さ ら なる 教育Ｄ Ｘ の推進に努めます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 教育企画課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －４ 　 教育環境を整備し ます 施策 １ －４ －３ 　 学校規模の適正化の推進

創生総合戦略 該当なし

目的

３ 　 活力ある 学校教育の実現に向け、 学校規模の適正化を 図り ます。

目標

１ 　 複式学級の解消

一定規模の集団生活の中で多様な考え方に触れ、 社会性を 養う と と も に確かな学力を 獲得する ため、 複式学級の解消に努め学校規模の適正化を 図り ながら 、 活

力ある 学校教育の実現を 目指し ます。

実績

１ 　 複式学級の解消

（  １ ） 複式学級が複数と なっ た西郷第一小学校が、 令和４ 年度よ り 南小学校に統合し たこ と で市内小学校の複式学級が解消さ れまし たが、 児童生徒の減少傾向

は進行し ている こ と から 、 引き 続き 、 今後想定さ れる 複式学級の解消に努める 必要があり ます。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

複式学級がある 学校数 ０  校 ０  校

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

将来の児童生徒数や学級数の推移を 見極めながら 、 引き 続き 、 複式学級の解消に努めてまいり ます。 また、 時代に対応し た教育環境整備を 推進する ため、 望ま

し い学校規模及び魅力ある 学校づく り 等について、 保護者・ 有識者等によ る 委員会を 設置し 検討を 進めます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －３ 　 生きる力を育む学校教育を充実し ます 施策 １ －３ －１ 　 確かな学力を 育む学校づく り の実現

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよ し ・ 育ててよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 子ど も の生き る 力を 引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

目的

１ 　 互いに信頼し 合い、 心と 力を 合わせて学習に取り 組み、 一人ひと り が安心し て学校生活を 送る こ と ができ る 学級集団づく り を 推進し 、 「 確かな学力」 の育

成に努めます。

目標

１ 　 望まし い学級集団の形成

「 Ｑ －Ｕ 」 の実施を 通し て、 各学校の実態を と ら えて分析し 、 学術機関の助言を 受けながら 、 親和的な学級集団づく り を 基盤と し た学力向上施策に取り 組みま

す。

２ 　 「 学び合い」 を 中心と し た授業改善の推進

「 確かな学力と 豊かな人間性・ 社会性を 育む学び合いを 中心と し た授業」 の構築に向けた指導・ 助言の機会を 充実し 、 児童生徒が「 わかる ・ でき る 」 喜びを 味

わう こ と ができ る 授業改善に継続的に取り 組み、 学力の向上につなげます。

実績

１ 　 望まし い学級集団の形成

２ 　 「 学び合い」 を 中心と し た授業改善の推進

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

「 学級での生活に満足し ている」 と 回答する 児童生徒の
割合

65 % 58 %

Ｎ Ｒ Ｔ 検査の結果
小・ 中学校と も に
全国平均を上回る

小・ 中学校と も に全国平均を 下回り まし た。

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

探究的・ 協働的に学び続け、 確かな学力を 育成するこ と を 意識し た授業が、 十分に展開さ れなかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

大学教授を 招聘し 、 授業づく り を 重点と し た研修の充実を 図る と と も に、 発達支持的生徒指導を 意識し た授業づく り を 推進し ていき ます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －３ 　 生きる力を育む学校教育を充実し ます 施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現

創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 移住・ 回帰につなぐ きっ かけづく り 　 都市部から の移住・ 交流の推進 3　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども
の生き る力を引き出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

目的

２ 　 社会や子ども のニーズに対応し た学校づく り の実現を 目指し ます。

目標

１ 　 個に応じ たき め細やかな指導の充実

学校教育支援員・ 学校生活指導員等の適切な配置によ り 、 特別な支援を 必要と する 児童生徒の学習や生活の支援、 複数教員で授業を 受け持つチームティ ーチン

グ等の授業サポート を 行う こ と で、 学校生活への適応支援を 充実さ せ、 一人ひと り が安心・ 安定し た学校生活を 送れる よう にし ます。

２ 　 特色ある 学習活動の推進

「 総合的な学習の時間」 における 、 調べ学習、 フ ィ ールド ワーク 等の「 ふる さ と 学習」 や、 短歌作り 、 短歌卒業式等の「 短歌学習」 など 、 本市なら ではの教育

を 進めていき ます。 また、 登下校時に使用し ている スク ールバスを 有効活用し 、 各校の必要に応じ て運行する こ と で校外学習の充実を 図り ます。

実績

１ 　 個に応じ たき め細やかな指導の充実

２ 　 特色ある 学習活動の推進

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

「 学校内に気軽によ く 話ができ る 大人がいる 」 と 回答す
る 児童生徒の割合

85 % 84 %

「 特色ある 学習活動が展開さ れている」 と 回答する 保護
者の割合

85 % 79 %

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

総合的な学習の時間等におけるふる さ と 学習を 充実する ために、 地域に人材や資源を 求め積極的に活用する 教育活動が十分図ら れなかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

児童生徒が地域に目を 向け、 自ら 課題を 設定し 、 総合的な学習の時間等において、 探究的な教育活動の充実を 図っ ていき ます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 学校教育課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －３ 　 生きる力を育む学校教育を充実し ます 施策 １ －３ －３ 　 担任力の向上

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよ し ・ 育ててよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 子ど も の生き る 力を 引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

目的

３ 　 子ども 一人ひと り の課題に対応でき る教員の「 担任力（ 学習指導力・ 生徒指導力・ 特別支援教育力を 統合し た指導力） 」 の向上を 図り ます。

目標

１ 　 教員研修の充実

「 教育は人なり 」 と 言われるよ う に、 子ども の最大の教育環境は「 教師」 です。 子ども たち を 直接指導する教員個々の力量を 向上さ せていく こ と が、 学校教育

の充実につながり ます。 　 　

「 担任力」 と は、 学習指導力・ 生徒指導力・ 特別支援教育力を 統合し て、 授業を 核と し た学級・ 学年・ 教科経営を 行っ ていく 力です。 本市の大き な課題である

「 学力向上」 に向け、 こ の「 担任力」 を 高める べく 、 研修を 企画・ 運営する こ と で、 子ども たち が充実し た学校生活を 送れる よう にし ます。

さ ら に、 経験年数５ 年以下の教員を 対象にし た講座を 開講する と と も に、 学校の求めに応じ て指導主事を 派遣する指導主事巡回相談を 実施し 、 教育技術の継承

や学校運営意識の高揚に取り 組みます。

実績

１ 　 教員研修の充実

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

「 学校に行く のが楽し い」 と 回答する児童生徒の割合 88 % 81 %

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

経験年数５ 年以下の教員を 対象にし た講座の開講や指導主事巡回相談等を 実施し 、 担任力の向上を 図り まし たが、 児童の意識を 大き く 変える こ と には繋がら な

かっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

子ども たち が「 わかっ た・ でき た」 を 実感し たり 、 学習課題に対し て主体的に探究し たり する 授業実践が展開さ れるよ う 、 引き 続き 要請訪問での指導助言や、

研修講座の開催等を 通し て教職員を 支えていき ます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －２ 　 魅力ある生涯学習を推進し ます 施策 １ －２ －１ 　 生涯学習環境の整備

創生総合戦略 該当なし

目的

１ 　 生涯学習環境の整備を 図り ます。

目標

１ 　 公民館の施設整備と 学習機会の充実　

住民が安全に安心し て学習でき る 環境の充実を 図る ため、 市が設置し た全ての公民館が耐震基準を 満たし た施設になる よう 整備する と と も に、 老朽化し た各公

民館の建物や設備の改修、 修繕を 行い、 公民館機能の充実を 図り ます。

また、 住民主導の活動を 推進する ため、 ７ 地区（ 西郷・ 本庄・ 東・ 宮生・ 中川・ 中山・ 山元） において指定管理によ る 公民館運営を 行う と と も に、 本庁地区の

３ 公民館（ 中部・ 北部・ 南部） に指定管理者制度を 導入し 、 効果的で効率的な運営を 目指し ます。

さ ら に、 住民の学習ニーズや地域の抱える課題を 的確に捉え、 人・ 自然・ 歴史・ 文化等地域の特性を 活かし た生涯学習事業を 展開すると と も に、 学習活動への

支援を 通し て、 幅広い年代に多様な学習の機会を 提供し ます。

実績

１ 　 公民館の施設整備と 学習機会の充実　

（  １ ） 北部地区公民館講堂調理室改修、 中川公民館調理実習室改修等を 行いまし た。 また、 コ ロ ナ禍の影響が残る 各地区公民館において、 各事業の目的や成果

と 課題を 踏まえながら 地域の特色を 活かし た事業、 講座や教室を 開催し 、 毎月公民館だよ り を 発行、 各戸に配付する と と も に、 ホームページによ る 情報

提供を 行いまし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

公民館事業へ参画し た人数 27, 000 人 17, 901 人
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2

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

対前年比143％（ 約5, 400人増） と 増加し まし たが、 コ ロ ナ禍の影響が残り 、 公民館事業がコ ロ ナ禍前の状態まで戻っ ていないこ と から 目標値を 下回り まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

公民館のハード ・ ソ フ ト 両面の整備を 通し て魅力ある 生涯学習の推進を 図り ます。
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3

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －２ 　 魅力ある生涯学習を推進し ます 施策 １ －２ －２ 　 青少年の健全育成と 地域の教育力の向上

創生総合戦略 ３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を引き出す仕組みづく り 　 家庭教育と 地域教育の充実 ５ 　 連携施策等　 広域的な行政体制づく り 　 広域

行政体制の積極的推進

目的

２ 　 青少年を 地域全体で守り 育てると と も に、 学校・ 家庭・ 地域と 連携し 地域の教育力の向上を 図り ます。

目標

１ 　 青少年の育成を 支える 環境づく り

青少年の健全育成を 進める ため、 ボラ ン ティ ア活動を 行う ジュ ニアリ ーダーの養成や活動支援に取り 組みます。 また、 青少年の健全育成の輪を 市民に広める た

め、 青少年育成関係団体と の連携を 図り 、 青少年を 地域全体で守り 育てる環境づく り に努めます。

２ 　 学校・ 家庭・ 地域と の連携による 心豊かな子ど も の育成　

次代を 担う 子ども たちの豊かな人間性を 形成するため、 地域等と 連携し 、 子育てに関する 学びの場を 提供する ほか、 放課後子ども 教室等で地域の人材や資源を

活用し た学習活動を 進める こ と を 通し て、 家庭や地域の教育力の向上を 図り ます。

実績

１ 　 青少年の育成を 支える 環境づく り

（  １ ） 子ど も 会育成連絡協議会主催事業少年少女ミ ニバスケッ ト ボール大会を ４ 年ぶり に開催し 子ども 会の活性化と 子ど も たち の体力増進・ 健全育成を 図り ま

し た。 海の子山の子交歓会では、 活動を 通し て参加者の交流を 深める と と も に高校生ジュ ニアリ ーダーあすなろ の養成を 図り まし た。 青少年育成市民会

議表彰式を 開催し 、 青少年育成功労者及び善行青少年と いじ め防止標語の表彰を 行いまし た。

２ 　 学校・ 家庭・ 地域と の連携による 心豊かな子ど も の育成　

（  １ ） 市内の保育施設等５ 施設で家庭教育に関する学習機会等の提供を 行いまし た。 また、 放課後子ど も 教室を 市内５ か所で開催し 、 放課後・ 土日の子ども の

居場所づく り を 行いまし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

ジュ ニアリ ーダーあすなろ の新規登録者数 ５  人 11 人

放課後子ど も 教室参加児童の満足度 80 % 81 %
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4

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

放課後子ども 教室に参加する 児童の満足度が向上する 多様なプロ グラ ムを 提供する こ と で、 子ども たち の豊かな人間性を 形成する環境づく り に努めます。
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5

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －２ 　 魅力ある生涯学習を推進し ます 施策 １ －２ －３ 　 図書館機能の充実と 読書活動の推進

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 市内の賑わいづく り 　 中心市街地の賑わい創出

目的

３ 　 利用し やすい図書館づく り と 、 読書に親し みやすい環境づく り を 進めます。

目標

１ 　 魅力ある 図書館づく り

　 　 市立図書館が、 自主的な学びの場、 読書活動の振興を 担う 機関と し て、 また、 地域の文化・ 知的情報の拠点と し て、 利用者及び住民の要望や社会の要請に

応える こ と ができ る よう に、 地域の実情に即し た運営に努めます。 また、 図書資料・ 視聴覚資料の計画的・ 体系的な収集に努め、 所蔵資料の充実を 図る と と も

に、 利用者の多様なニーズや課題に即し た質の高いサービ スを 提供する よ う 努めます。

さ ら に、 老朽化し た設備等の修繕・ 点検を 計画的に実施し 、 快適な読書環境の整備に努めます。

２ 　 市内施設・ 団体と の連携

学校・ 児童施設・ 公民館・ 市民ボラ ン ティ アと の連携を 図り 、 多様な事業運営を 行う こ と によ り 、 一人ひと り の子ども が小さ い頃から 読書習慣を 身に付け、 心

豊かに成長する環境づく り に努めます。

実績

１ 　 魅力ある 図書館づく り

（  １ ） 計画的・ 体系的な資料の収集保存に努めながら 、 利用者の多様なニーズに沿っ た企画・ イ ベン ト 等を 開催する と と も に、 課題に即し た質の高いサービ ス

を 提供する ため積極的に研修会等に参加し まし た。 また、 男子ト イ レ におむつ交換台を 設置し 快適な環境整備に努めまし た。

２ 　 市内施設・ 団体と の連携

（  １ ） 学校・ 施設・ 公民館等への団体貸出、 市内学校の図書館利用体験の受け入れを 行う と と も に、 学校図書館司書等を 対象にし た読書活動指導者研修会やマ

タ ニティ ブ ッ ク スタ ート 、 ボラ ンティ アによる よ みき かせ講座を 開催し 、 子ども が読書習慣を 身に付け心豊かに成長する 環境づく り に努めまし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

市立図書館入館者数 95, 000 人 82, 356 人

ボラ ンティ アと の連携事業開催数 80 回 66 回
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理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

入館者については、 昨年度よ り 増加し まし たが、 若者の電子媒体利用等によ る 読書離れが想定さ れます。 ボラ ン ティ ア連携事業については、 ボラ ン ティ ア数の

減少と 高齢化が、 原因と し て考えら れます。

目標の実現に向けた今後の取組

幅広い年齢層を 集客でき る 事業の開催や、 ボラ ン ティ ア養成講座と 募集Ｐ Ｒ を 継続し ボラ ン ティ ア確保に努めてまいり ます。
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7

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －５ 　 する・ 観る・ 支えるスポーツを推進し ます 施策 １ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進

創生総合戦略 該当なし

目的

１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ 活動を 推進し ます。

目標

１ 　 誰も がスポーツ に親し む機会の創出

市民のスポーツ・ レ ク リ エーショ ン活動の支援を する と と も に、 市民一人ひと り が、 生涯を 通じ て「 する 」 「 観る」 「 支える 」 スポーツ に親し むこ と ができ る

環境を 創出し ます。

２ 　 子ども を 取り 巻く 地域のスポーツ 環境の充実

総合型地域スポーツ ク ラ ブ 、 スポーツ 少年団及び学校等の地域社会全体が連携・ 協働し 、 児童・ 生徒の体力向上と スポーツ の楽し さ や喜びを 体験でき る スポー

ツ 環境の充実を 図り ます。

３ 　 地域のスポーツ 施設等の充実

障がいの有無にかかわら ず子ども から 高齢者まですべての市民がスポーツ活動を 行う こ と ができ る よ う 、 公共スポーツ 施設等の改修・ 整備及び適正な管理運営

に努めます。

実績

１ 　 誰も がスポーツ に親し む機会の創出

（  １ ） 市民スポーツ教室、 出前スポーツ教室を 開催し 、 スポーツ に親し む機会を 提供し まし た。

２ 　 子ども を 取り 巻く 地域のスポーツ 環境の充実

（  １ ） スポーツ 少年団、 総合型スポーツク ラ ブ等と 協議し ながら キッ ズ向けの教室を 開催する など、 スポーツ 環境を 維持し まし た。

３ 　 地域のスポーツ 施設等の充実

（  １ ） 施設のZEB化工事やト イ レ の洋式化を 実施し まし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

運動が好き な市民の割合 69 % 51 %

運動が好き な小学生の割合 90 % 87 %

公共スポーツ施設利用者数 300, 000 人 276, 056 人
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8

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

運動が「 好き ではない」 「 あまり 好き ではない」 市民の割合がコ ロ ナ禍前よ り 高く 、 コ ロ ナ禍でスポーツ に触れる 機会が減少し 、 スポーツ に対する 意識が薄れ

たこ と によ り 、 目標には達し ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ 活動を 推進し てまいり ます。
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9

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －５ 　 する・ 観る・ 支えるスポーツを推進し ます 施策

１ －５ －２ 　 競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境
の整備

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 地域資源を 生かし た環境づく り 　 スポーツ を 通じ た地域活性化の推進

目的

２ 　 競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境を 整備し ます。

目標

１ 　 ト ッ プアスリ ート の発掘・ 育成・ 強化

学校、 市体育協会、 スポーツ団体と 連携し 、 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ等市内スポーツ 施設を 拠点と し て、 ジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る 体系的かつ

戦略的な支援を 強化し ます。

２ 　 全国規模の大会開催の誘致

全国大会、 東北大会等の大規模な大会誘致に努め、 競技力向上に取り 組むと と も に地域の活性化につながるよ う 努めます。

実績

１ 　 ト ッ プアスリ ート の発掘・ 育成・ 強化

（  １ ） 上山市スポーツ 協会において特別強化指定競技団体を ６ 団体選定し 、 選手の育成・ 強化を 図り まし た。 また、 指導者講習会を 開催し まし た。

２ 　 全国規模の大会開催の誘致

（  １ ） 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会、 全日本エアロ ビ ッ ク フ ェ スティ バル、 蔵王坊平ク ロ スカ ン ト リ ー大会、 第32回かみのやまツ ール・ ド ・

ラ ・ フ ラ ン ス大会を 開催し まし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

殊勲賞の受賞件数 60 件 26 件

全国規模の大会開催数 ３  大会 ４  大会
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10

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の５ 類感染症移行に伴い大会開催自粛は収まっ てき まし たが、 大会の開催がコ ロ ナ禍前には完全に戻っ ていないため、 殊勲賞受賞者

数は目標に達し ませんでし た。 また、 全国規模の大会は、 国民スポーツ 大会冬季大会を 誘致でき まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

引続き 関係団体と 連携し 、 引き 続き 選手育成強化を 図っ てまいり ます。
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11

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －５ 　 する・ 観る・ 支えるスポーツを推進し ます 施策 １ －５ －３ 　 スポーツ を 通じ た地域活性化の推進

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 地域資源を 生かし た環境づく り 　 スポーツ を 通じ た地域活性化の推進

目的

３ 　 スポーツ を 通じ た地域活性化を 推進し ます。

目標

１ 　 ト ッ プスポーツ と 地域スポーツの好循環の創出

ト ッ プアスリ ート 等が合宿やスポーツ イ ベン ト で訪れる 際に、 コ ーチ等から 指導方法、 練習方法に触れる 機会を 設け、 技術や経験を 地域スポーツ に有効に活用

し 、 選手のレ ベルアッ プにつなげる好循環の創出を 目指し ます。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

施設の利用促進を 図り 、 アスリ ート 育成と スポーツ を 通じ た地域経済の活性化への貢献を 目指すと と も に、 大規模な大会や合宿の際に必要になる市民ボラ ン ティ

アを 育成し 市民活動と 一体と なっ たスポーツ ツ ーリ ズムの推進を 図っ ていき ます。 また、 2020年東京オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ン ピッ ク 競技大会等の海外から の事

前合宿受入れ実績を 財産と し 、 今後も 国際大会の事前合宿のみなら ず通常合宿誘致にも 取り 組みます。

実績

１ 　 ト ッ プスポーツ と 地域スポーツの好循環の創出

（  １ ） 駅伝常連校の仙台育英学園高校監督から 指導を 受ける 機会を 設けまし た。

２ 　 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ整備構想の推進

（  １ ） 医科学サポート を 受けら れる NF（ 中央競技団体） の強化指定選手以外にも 幅広く サポート を 受けら れる よう 、 地域おこ し 協力隊を 活用し 各団体の支援を

行いまし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

ト ッ プアスリ ート と の交流事業回数 ４  回 １  回

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ利用者数 76, 000 人 63, 955 人

19

  



12

理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

新型コ ロ ナウイ ルス感染症が５ 類感染症に移行し まし たが、 時期尚早の動き があり 、 交流回数は目標に達し ませんでし た。 また、 利用者数は、 コ ロ ナ禍前まで

回復し ていないこ と 、 山形県ジュ ニア駅伝競走大会がなく なっ たこ と によ り 減少し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

交流回数は時期を 見計ら っ てト ッ プ アスリ ート と の交流の場を 提供し ていき ます。 利用者数については、 県と 一体と なっ た誘致活動の実施し ていき ます。
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13

令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －６ 　 伝統文化を継承し 文化芸術を振興し ます 施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る 地域づく り

創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよ し 」 プロ ジェ ク ト 　 地域資源を 生かし た環境づく り 　 文化財の適正な保存と 活用の推進

目的

１ 　 文化財愛護を 通し て地域の魅力を さ ら に高め、 住民主導の歴史まち づく り を 推進し ます。

目標

１ 　 文化財の適正な保存管理と 活用の推進

地域の歴史を 物語る 有形・ 無形の文化財を 正し く 保存管理し 、 人が集い交流する 拠点と し て活用する と と も に、 武家屋敷や城下町等の新たな調査や保存・ 活用

を 通し て地域の魅力を 高めます。 また、 計画に基づいて国史跡羽州街道楢下宿金山越の保存・ 活用・ 整備を 進めるほか、 文化財保護に携わる保存会等の活動支

援や、 ふる さ と に伝わる 郷土芸能の資料収集及び情報発信等を 通し て、 文化財を 核と し た地域コ ミ ュ ニティ の絆を よ り 一層深めます。

実績

１ 　 文化財の適正な保存管理と 活用の推進

（  １ ） 市民が集い交流する活動拠点と し て歴史的建造物を 活用し まし た。  武家屋敷「 旧曽我部家」 活用実績： 文化団体数６ 団体、 利用回数22回、 利用者

数2, 875人／放課後子ど も 教室「 かみのやま寺子屋」 参加児童延べ人数2, 390人

（  ２ ） 歴史的建造物を 適正に保存し 、 後世に正し く 伝承する ため、 茅葺屋根等を 適正に修繕し まし た。  修繕実績： 武家屋敷「 旧曽我部家」 「 森本家」

（  ３ ） 国史跡「 羽州街道金山越」 で、 市民参加による 史跡の保全活動を 実施し まし た。 市民史跡保全活動実績： 金山峠越え羽州街道における 史跡保全活動５ 回

参加人数92人

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

歴史的建造物の入館者数 18, 900 人 9, 636 人
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理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

保存会や地域と 連携を 図り ながら 歴史的建造物の適正な保存及び公開活用を 図り まし たが、 昨年度比では増加傾向が見ら れる も のの、 コ ロ ナ禍に伴う 催事等の

縮小や中止が継続し たため目標値に達し ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

文化財の適正な保存と 積極的な公開活用を 図る と と も に、 諸調査によ る 地域資源の磨き 上げや調査成果の地域への還元を 通し て、 ふる さ と 理解の推進と 郷土愛

の醸成を 図り 、 住民主導の歴史まち づく り を 推進し ます。
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令和５ 年度　 主要施策の成果説明書

所属 生涯学習課 振興計画
第１ 章　 はぐ く む『 笑顔いっ ぱいのまち』
１ －６ 　 伝統文化を継承し 文化芸術を振興し ます 施策 １ －６ －２ 　 文化芸術活動の環境づく り

創生総合戦略 該当なし

目的

２ 　 文化芸術の普及推進を 図り 、 市民が文化芸術活動に親し める 環境づく り に努めます。

目標

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

多く の文化芸術団体が取り 組む自主的な活動と 団体の育成を 支援する と と も に、 文化団体協議会を はじ めと し た関係団体と 連携し 文化芸術事業の充実を 図り ま

す。

２ 　 優れた文化芸術に触れる機会の創出

児童生徒の芸術鑑賞機会の確保や優れた文化芸術に触れる 機会を 設け、 市民の文化芸術に対する 意識の高揚を 図り ます。

３ 　 斎藤茂吉のふる さ と づく り

斎藤茂吉のふるさ と と し て、 関係団体と 連携し て茂吉に縁のある 多様な催事を 開催し 、 地域文化の振興に努めます。

実績

１ 　 文化芸術団体の育成と 活動の支援

（  １ ） 文化団体協議会の活動支援のほか、 「 令和５ 年度文化芸術功労者を 称える 会」 を 開催し ２ 個人を 表彰し まし た。

２ 　 優れた文化芸術に触れる機会の創出

（  １ ） 三友エン ジニア体育文化セン タ ーを 主会場と し て「 第67回上山市総合文化祭」 を 開催し 、 作品展示やステージ発表を 行いまし た。

３ 　 斎藤茂吉のふる さ と づく り

（  １ ） 「 第50回斎藤茂吉記念全国大会」 及び「 第57回茂吉忌合同歌会」 を 開催し たほか、 「 第21回斎藤茂吉ジュ ニア短歌コ ンク ール」 には国内外の128校か

ら 9, 800首の応募があり まし た。

区分 令和５ 年度目標 令和５ 年度実績

目
標
値

文化団体協議会の加盟団体数 23 団体 23 団体

総合文化祭来場者数 6, 600 人 3, 610 人

茂吉忌合同歌会等における 本市から の応募割合 20 % ８  %
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理由　 ※令和５ 年度目標と 令和５ 年度実績の間に乖離がある場合

上山市総合文化祭を ２ 日間開催いたし まし たが、 ステージ発表等の催し を １ 日目に集約し たこ と で２ 日目の内容が作品展示のみと なっ たこ と など によ り 、 来場

者数が減少し 、 目標に達し ませんでし た。

目標の実現に向けた今後の取組

文化団体と 連携を 図り 、 特に小・ 中学生が文化芸術活動に触れる 多様な機会を 提供する と と も に、 自主的な文化活動の支援を 通し て文化芸術活動の環境づく り

に取り 組みます。

24

  


